


要約: 1991 年から 1995 年の 5 年間に本院 NICU へ入院した患児で、妊娠中に母体疾患に

対し薬剤が投与された症例の検討を行った。その結果、母体診断は、甲状腺機能亢進症 3

例、甲状腺機能低下症、てんかん、喘息、ネフローゼ、 ITP が各 1 例であった。このう

ち薬剤投与との関連が明らかなものは、胎児ヒダントイン症候群、母体喘息児各 1例で、

催奇形性、およびロラゼパム消退症候群が問題であった。母体甲状腺機能亢進症の 1例で

は薬剤内服が行われず、コントロール不完全のため、新生児甲状腺機能亢進症が発症した。

抗てんかん剤、抗不安薬などが今後の検討課題とされよう。母体への薬剤投与の頻度をみ

る目的で、同期間中の近医産婦人科医院における調査を実施した。総分娩数 3,170 例で、

甲状腺機能亢進症 7例、喘息 3例、神経性食思不振症 1例であった。いずれも新生児には

問題はなく退院した。


